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NO.1659 

会長挨拶 

人種差別問題治 

会長 田中久登 
本日は、成田守夫ガバナーをコロナ「禍」の中 

無事にお迎えすることができまして、誠に感謝い

たします。また先々週に引き続き、矢嶋進 ガバ

ナー補佐にもご来所頂きありがとうございます。今

日は、のちほど、成田守夫ガバナーに貴重なお

話をしていただけると楽しみにしております。 

さて、先週、全米オープンテニス大会で、日本

人の大阪なおみ選手が優勝いたしました、また男

子車いすの部でも国枝選手が優勝いたしました。

日本人選手が活躍するのは、このコロナ騒動時

期に私たちに大きな勇気と希望を与えてくれます。

大阪なおみ選手は、決勝までの７度の出場時に、

アメリカ合衆国で警官の銃発砲で亡くなった、７人

の名前を書いたマスクをして登場し、話題となりま

した。１つ間違えば出場停止になりかねないリスク

を背負っての行動でした。 

人種差別問題は、根の深い問題です。イブラハ

ム・リンカーン１８６１年ちょうど明治維新の７年前

に南北戦争を行い、アメリカの奴隷制度の廃止を

行いました。南アフリカでは、ネルソン・ホリシャシ

ャ・マンデラ氏が２７年間の獄中生活を乗り越え、

１９９４年全人種平等の普通選挙を行い、大統領

に就任いたしました。奴隷解放から１５９年、いま

だ人種差別問題は解決されません、人種だけで

なく、男女格差、マイノリテイー、宗教など私たち

の周りには多くの差別問題が存在しております。

将来を担う若者たちへの教育、啓蒙活動が重要

です。 

ロータリーの目的にある、《奉仕の理念で結ばれ

た職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理

解、親善、平和を推進すること》これを今実践する

ことこそまさにその時だと考えます。 

第１６５９回例会 

ガバナー公式訪問例会 

国際ロータリー２６００ 地区 

２０２０―２１年度ガバナー 成田守夫 

ロータリー情報ハンドブックによれば 
────────────────────── 
ガバナー公式訪問は、ガ
バナー自身が２６００地区
内の各ロータリークラブを、
個々のクラブまたは 複
数のクラブのグループとし
て、以下のような目的を持
って訪問するものである。 
・ロータリーの重要な問題
に焦点を当て関心を持た
せる。 
・弱体クラブ、あるいは問
題を抱えたクラブに特別
な関心を払う。 
・奉仕活動参加へのロー
タリアンの意欲をかきたてる。 
・クラブの定款と細則が、ロータリーの組織規定を順守し
ていることを確認する。 

♪今週のことば

会員数 38人 11人 30000円

出席対象 38人 累　計 111000円

出席者数 28人 目標額 60万円

出席率 100.0% 達成率 18.5%

前回修正 0.00%

成田守夫ガバナー、矢島進ガバナー補佐の御来訪を一同楽しみにしておりました。お話も楽
しみにしております。　会長　田中久登
成田ガバナー　矢島ガバナー補佐を歓迎いたします。　平山　隆勇　　　近江　誠一
私と共に更生保護・保護司活動を続けている衆議院議員二人が入閣しました。今後御活動に
期待しています。　小林　聖仁
１０月１０日日中ジャスコ通りを封鎖して産業まつりを行います。コロナを恐れつつ催しの実施
です。実施計画は状況により変更しますが、最悪でも夜、大きな喜びを打ち上げる所存です。
大きな喜びが何かを申し上げることは警察からのご指導により申し上げられませんが、コロナを
恐れながらもコロナ社会での地域活性を皆様と共に行いましょう。　御子柴　文夫

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ
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・顕著な貢献をした地区内のロータリアンを、ガバナー自
らが表彰する。 
ガバナーあるいはガバナー補佐は、公式訪問の際にクラ
ブ目標への進展状態を確認すべきである。 
訪問はガバナー出席の効果が最も高まるよう、加盟認証
状伝達式、入会式、新会員オリエンテーション、プログラ
ム、表彰式、特別プログラム、ロータリー財団行事、都市
連合会会合においては、ホストクラブに限らず、全参加ク
ラブを挙げての出席を強調すべきである。 
ガバナーはまた、地区がクラブをより効果的に支援する
方法について、クラブからの意見を求めるべきである。 
────────────────────── 

と、書かれています。私が公式訪問でお伝えし
たい点は次の項目です。 

○ロータリーの本質と使命の確認をし、計画と実行 
・日本のロータリー１００年は、奉仕活動のリー
ダーとしての歴史である。 
それ故、地域社会にとってなくてはならない存
在。 
・ロータリアンの提言、実行、実現、信用、ネット
ワークの活用で自ら行動する。 

○信州の産業と人材育成の輝きをロータリーから。 
・ロータリーメンバーの結束力、業界力、地域
力を活用。 
・１０年後の子供達のために帰る事のできる地
域ふるさとづくり。 

○自慢のクラブ、そして地域社会から学び、未来を創り、
伝える。 
・自クラブの良さ、優位性を再発見し語り合う。 
・楽しい、心地良い、行ってみみたいから、応
援に行きたいまちへ。 

○あなたの街、そして地域の魅力を語って下さい。 

・２６００地区の自然環境、そしてアクセスの優
位性を見え、見せる工夫で魅力ＵＰへ。 
・城跡公園、蚕都、ロケ地、アニメ、スポーツ、
食、高等教育機関の集中等。 

私達地域のロータリー活動は、世界に広がるネ
ットワークとなって、文化間、言語間、世代間、地
域間に橋を渡し、より良い世界のビジョンを共有し
ています。 

それ故に〝ロータリーから信州を元気に〟する
為に、力強く行動して参りましょう!!!! 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

成田守夫ガバナー・矢島進ガバナー補佐・下形眞生地区副幹事 

 


